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第３章 将来像と基本方針・施策の分類 

１．将来像 

古代国家形成期の４～６世紀に王の権威を国内外に示すために造営され、１６００

年もの長きに渡り、地域が守り親しんできた百舌鳥・古市古墳群。 

永く地域住民から「仁徳さん」、「応神さん」と親しみをこめて呼ばれ、また明治時

代中頃までは、薪木を採るなど生活の糧の場として、地域と共存しながら守られてき

ました。 

市街化が進んだ現在においても、古墳群は自然の緑地と見間違えるような巨大なみ

どりや水を有する地域の貴重なオアシス空間となっています。 

今を生きる私たちは、この世界的に類を見ない「百舌鳥・古市古墳群」の価値を十

分認識し、人類の宝として次世代へと引き継ぐとともに、古墳群を有するまちの環境

を整え、“地域の人々が誇りを持ち、住み続けたいと感じるまち”にしていくことが望

まれます。 

また、世界文化遺産登録に向けた取り組みを契機として、行政、地域住民、民間事

業者、ＮＰＯ等が連携して、まちの魅力を磨くとともに、国内外の大勢の人々にその

魅力を発信し、“世界中が興味を持つまち”“訪れる人に愛されるまち”を実現し、地

域のにぎわいへとつなげていくことが重要です。 

そこで、百舌鳥・古市古墳群をとりまく地域の将来像を次のとおり定めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

いにしえから現代、そして未来へ 

世界に誇る百舌鳥・古市古墳群とともに輝くまち 

大小９０もの古墳が生み出す「厳粛」・「静寂」・「圧倒」感。 

比類のないこれらの価値や魅力を守り活かすことで、 

みどりやまちなみに優れた “都市空間が輝くまち” 

多くの人が興味を持ち訪れたいと感じる “地域魅力が輝くまち” 

住んでいる人が誇りを持ち、訪れる人が憧れる “人が輝くまち” 

をめざす。 

同時に、かつて世界の玄関口として国を超えて交流してきた「歴史」をつ

なぎ、時代を超えて未来に続く“世界から注目される輝くまち”をめざす。 

【 将 来 像 】 
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２．基本方針 

将来像の実現に向けて、３つの基本方針を設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ときを超えて地域と共存してきた古墳群を適切に保存し、未来へと継承してい

くため、古墳群の価値や歴史を尊重するとともに、それらと調和するまちとし

て、景観に配慮し、みどりや水のうるおいあるまちづくりを推進します。 

古墳群の魅力にふれ、古墳群に親しみやすい受入体制を整えるとともに、便利

で快適な交通環境を整えることで、国内外から訪れる人にとっても住む人にとっ

ても便利で快適な、人にやさしいまちづくりを推進します。 

古墳群とその地域の魅力を発信するとともに、周辺の歴史文化資産と連携する

ことなどにより、新たなまちの魅力とにぎわいを創出します。 

古墳群に親しむ 快適で人にやさしいまちづくりの推進 

【３つの基本方針】 

古墳群と連なる みどりや水のうるおいのあるまちの形成 

古墳群を楽しむ 新たな魅力とにぎわいの創出 
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３．施策の分類 

３つの基本方針に基づき、以下のとおり地域活性化に向けた施策を分類します。 

  

基本方針 施策の分類 （ｷｰﾜｰﾄﾞ） 主な取り組み例 

古墳群と連なる 

 

みどりや水のうる

おいのあるまちの

形成 

①保存管理 

 

守る 

育てる 

・古墳の保全・管理 

・地域と一体となった古墳を守る活動 

・古墳の価値を学ぶ 

②景観形成 活かす 

 

 

・古墳周辺の景観への配慮（高さ・屋外広

告物等） 

・古墳と調和したまちなみへの誘導 

③みどりの充実 増やす 

 

保つ 

・道路・公園など公共用地の緑化 

・民有地の緑化 

・農地・ため池の景観保全 

古墳群に親しむ 

 

快適で人にやさし

いまちづくりの推

進 

④受入体制の整備 導く 

 

 

迎える 

・アクセスルートの整備 

・駅舎・駅周辺の整備 

・多様な周遊手段の整備 

・観光案内の充実 

・便益施設の整備・充実 

⑤案内の充実 

 

もてなす 

伝える 

 

・ガイダンス機能の充実（展示・解説等） 

・ボランティアガイドの育成・充実 

・多様な情報発信ツールによる案内の充実 

古墳群を楽しむ 

 

新たな魅力と 

にぎわいの創出 

⑥情報発信 広める ・古墳群と地域魅力の情報発信 

・ブランドイメージの構築 

⑦誘客の展開 

 

惹きつける 

 

 

みがく 

・地域協働イベントの開催 

・周遊コースの魅力向上 

・何度も訪れたくなる仕掛けづくり 

・地域特産品や観光商品の開発 

⑧広域連携の強化 

 

繋げる 

 

・周辺の観光資源との連携（環濠都市地

域、寺内町、街道等） 

・関西の世界遺産との連携 
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第４章 施策の展開 

前章で設定した８つの施策の分類に基づき、施策毎に現状と課題を整理し、今後取

り組むべき方向性を示します。併せて、現時点で考えられる主な取り組み例を示しま

す。 

 

１．保存管理 

【現状と課題】 

古墳は、権力者の力を象徴する墓として１６００年もの昔に築造され、人々が墳丘

の上の樹木を薪木にしたり、また、周濠にたまっている水を灌漑用水として活用した

りと、時代に応じてその役割を変化させながら、地域に住む人々と共存し、守られて

きました。 

現在、古墳は、大きく「陵墓」と「史跡」に分かれ、さらに、一部、民有地のもの

もあり、それぞれの方法で管理されています。過去の人々が守ってきたこの資産を次

世代へと引き継いでいくため、古墳群を一体的に捉えて保存管理していくことが必要

です。 

また、保存管理を継続的に実施していくためには、地域住民とともに古墳を守って

いくことはもちろん、多くの人に古墳の価値について正しく理解してもらうことが必

要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【方向性】 

○ 古墳群を一体的に捉えた保存管理を行います。 

○ 地域全体で古墳とその周辺環境の調和を保ち、未来へつないでいきます。 

○ 古墳の価値を学ぶことを通じ、将来にわたり古墳を守る気持ちを育てます。 
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○古墳の保全・管理 

・「陵墓（宮内庁管理）」及び「史跡（市

管理）」における包括的な保存管理計画

の作成と同計画に基づく適切な保全 

・古墳の濠の水質の保持・改善（公共下

水道の整備、濠への導水など） 

 

 

 

                                        

・史跡等における周辺環境と調和した整備 

・古墳の保全活動費用の確保（基金の設置、

売り上げの一部を充当する仕組みの創設

など） 

 

 

 

 

 

○地域と一体となった古墳を守る活動 

・地域ボランティアによる清掃・美化活

動の拡充 

 

 

 

 

○古墳の価値を学ぶ 

・古墳群の歴史的価値を学ぶ機会の設定（古墳学習、講演会、シンポジウムなど） 

 

  

古墳 

古墳の濠 

古墳の清掃活動 

世界遺産学習（藤井寺市） 

【主な取り組み例】 
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２．景観形成 

【現状と課題】 

古墳群のある地域は、かつて農地が大部分を占めていましたが、高度成長期の人口

の急激な増加に伴い、市街化が進められてきました。 

それに対応して、多くの古墳の周囲を第一種低層住居専用地域等に指定し、建築物

の高さを抑えるなど、古墳と調和した都市環境の形成に取り組んできました。 

しかしながら、古墳との調和を一層進めるためには、外壁等の色や材質、建築設備

の見え方等の工夫が必要です。 

また、駅周辺や幹線道路沿いでは、商業利用が行われているため、中高層建築物の

立地が進んでおり、一部では、大きな広告看板が掲出されているところもあります。 

これらの現状を踏まえ、地域住民とともに古墳と調和するまちに向け、景観形成を

図っていくことが望まれます。 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【方向性】 

○ 古墳群のある地域としてふさわしい景観の形成を図ります。 

（周辺建築物等の高さ、形態・意匠、屋外広告物等のルール設定など） 
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○古墳周辺の景観への配慮（高さ・屋外広告物等） 

・古墳の眺望景観に配慮した周辺建築物等の高さの制限 

・大規模屋外広告物に対する許可基準等の見直し 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○古墳と調和したまちなみへの誘導 

・古墳周辺の建築物等の形態・意匠が、古墳や寺社等の歴史的景観、自然（公園緑

地、農地やため池等）と調和するまちなみの形成 

 

 

 

 

  

堺市役所高層館 21 階展望ロビーから望む仁徳天皇陵古墳 

古墳と調和したまちなみ 

【主な取り組み例】 
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３．みどりの充実 

【現状と課題】 

古墳群のある地域では、古墳はみどりや水を有する貴重なオアシス空間となってい

ますが、市街化が進んだことにより、まちの中で古墳のみどりが分断している状況で

す。 

そこで、古墳の周辺地域にみどりを充実させ、古墳の「みどり」と周辺地域の「み

どり」に連続性をもたせるなど、古墳のみどりを活かしたうるおいのあるまちを形成

することが求められます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【方向性】 

 

○ 古墳の周辺に広がるみどりにより、うるおいのあるまちの形成を進めます。 
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○道路・公園など公共用地の緑化 

・地域住民や来訪者が通る道路、憩の場である公園におけるみどりの充実 

・古墳周辺でのみどり空間の創出（古墳との連続性の演出） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○民有地の緑化 

・公共用地の緑化と合わせた民有地の緑化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○農地・ため池の景観保全 

・市街地内の貴重なみどりや水辺（農地やため池など）の保全 

 

 

 

 

 

 

 

  

【主な取り組み例】 

古墳と隣接する公園（峰塚公園） 道路における緑化イメージ 

民有地の緑化イメージ 

みどりや水辺イメージ 
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４．受入体制の整備 

【現状と課題】 

古墳群の周辺は地域住民の生活の場であり、生活環境の維持と来訪者に古墳の魅力

を感じてもらうこととの両立を図るためには、公共交通機関の利用を促すなど、来訪

者を適切に誘導することが必要です。 

また、近年、周辺の歴史文化資産を含めたウォーキングルートにおいて案内板等の

整備が行われてきましたが、サインが統一されておらず、来訪者をスムーズに導く環

境としては不十分です。 

さらに、来訪者に古墳やその周辺地域の魅力を十分に堪能してもらうためには、

個々人のニーズに応じて、快適に巡り、過ごしてもらえるような環境づくりが重要で

す。 

  

【方向性】 

○ 来訪者がスムーズに古墳を巡ることができるよう、受入体制や周遊手段の充実

を図ります。 

○ 案内施設や便益施設の充実を図り、来訪者をおもてなしします。 
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○アクセスルートの整備 

・周遊ルート・周遊方法の設定 

・来訪者に分かりやすい誘導・案内（周辺案内板の

見直し、適切な標識の配置、外国語対応など） 

・電車やバスでの車内案内等の充実 

 

○駅舎・駅周辺の整備 

・古墳群のあるまちにふさわしい、地域の状況に応

じた駅舎・駅周辺の整備 

 

 

 

○多様な周遊手段の整備 

・点在する古墳を効率的に巡る交通手段の整備 

（循環バスの活用など） 

・駐輪場の整備や市域を超えたレンタサイクルの連携 

 

 

 

○観光案内の充実 

・多様なニーズに対応したきめ細やかな案内サー 

ビスの提供 

 

 

 

 

○便益施設の整備・充実 

・駐車場、トイレ、休憩

所等便益施設の整備・

改善、美化、バリアフ

リー化など 

   

 

  

駅周辺の案内看板（近鉄古市駅東広場） 

駅前の様子（近鉄土師ノ里駅） 

レンタサイクル 

観光案内所（大仙公園） 

休憩所イメージ 駐車場イメージ 

【主な取り組み例】 
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５．案内の充実 

【現状と課題】 

巨大古墳は、至近距離から全体像を把握することが難しく、一見しただけでは、価

値や魅力が分かりにくい資産です。また、陵墓については、一般開放されていないた

め、中に立ち入ることができません。 

このため、現地で、古墳の価値や魅力を感じてもらえるような工夫が必要です。な

お、古墳は「お墓」であることから、来訪者に節度ある見学を求めていく必要もあり

ます。 

現在でも、ウォーキングマップや、ボランティアガイドによる現地案内等により、

古墳群を案内する取り組みは行われており、一部では、携帯端末を使ったナビゲーシ

ョンシステムも始まっています。古墳群を守っていく意識を醸成するためにも、更な

る充実が必要です。 

また、現在、外国語による案内は十分とはいえない状況ですが、世界文化遺産登録

に伴って増加が予想される海外からの来訪者に対応する必要があります。 

 

 

 

 

  

【方向性】 

○案内施設や案内ガイドを充実し、来訪者に古墳群の歴史的な価値や魅力を感じ

ていただけることをめざします。 

○誰もが気軽に古墳に対する理解を深めることができるよう、情報発信ツールの

多様化や多言語化を進めます。 
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○ガイダンス機能の充実（展示・解説等） 

・古墳群のガイダンス施設の整備及び関連歴史

文化施設の充実（堺市博物館、時とみどりの

交流館（峰塚公園管理棟）、まほらしろやま

（史跡城山古墳ガイダンス棟）など） 

  

 

 

 

 

○ボランティアガイドの育成・充実 

・古墳の歴史的背景や価値・魅力への理解をよ

り一層深める助けとなるボランティアガイド

の育成、案内内容の充実 

 

 

 

 

 

○多様な情報発信ツールによる案内の充実 

・様々な情報（周辺の歴史文化資産、トイレ等

の便益施設、周遊ルートなど）を掲載したガ

イドマップの作成、配布 

・魅力的な情報を豊富に提供できる携帯端末を

使った案内システムの充実 

・情報発信ツールの多言語化 

 

 

 

  

ガイダンス施設 

（史跡城山古墳ガイダンス棟） 

ボランティアによるガイド 

（仁徳天皇陵古墳拝所） 

百舌鳥・古市古墳群 

ウォーキング・マップ 

【主な取り組み例】 
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６．情報発信 

【現状と課題】 

古墳群のある地域では、古墳にまつわる言い伝えや歴史が伝承され、多様な歴史文

化資産とともに、地域の宝として存在してきましたが、これまで地域外の人が十分に

認知するまでの情報発信はされてきませんでした。 

古墳群についても、平成２２年１１月にユネスコ世界遺産暫定一覧表に掲載された

ものの、認知度は高いとはいえないのが現状です。 

今後、古墳群の価値や魅力を次世代に引き継いでいくためにも、地域住民をはじめ、

府域全体、国内外に情報発信を行い、理解を深めていくことが重要です。 

 

 

（参考）おおさか Qネットアンケートより（H23.9：1896人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【方向性】 

○ 古墳群や地域にある他の歴史文化資産の価値や魅力をより多くの人に理解して

もらえるよう、国内外へ情報発信していきます。 

○ 「百舌鳥・古市古墳群ブランド」のイメージを構築するなど、多様な方法で百

舌鳥・古市古墳群の知名度を国内外で高めていきます。 

割合(%) 
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○古墳群と地域魅力の情報発信 

・さまざまなツールを活用した情報発信（ホームページ、情報誌など） 

・イベントや催し物等における積極的な情報発信（鉄道会社に向けたタイアップの

呼びかけ、大阪府内の主要駅などの交通拠点におけるＰＲ活動など） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ブランドイメージの構築 

・「百舌鳥・古市古墳群ブランド」のイメージ構築及びそれに沿った、地域を盛り

上げるための取り組み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

百舌鳥・古市古墳群 

世界文化遺産登録推進本部会議ホームページ 

百舌鳥・古市古墳群 

リーフレット 

百舌鳥・古市古墳群シンボルマーク・ロゴ 

【主な取り組み例】 
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７．誘客の展開 

【現状と課題】 

古墳群のある地域は歴史的に古く、古墳だけでなく、寺社仏閣、地域にまつわる秘

話・伝説・催しなど、さまざまな歴史文化資源に恵まれています。 

しかし、これまでその魅力が十分に地域外の人に伝わっているとはいえないのが現

状です。 

そこで、世界文化遺産登録に向けた取り組みを機に、古墳群だけでなく、地域資源

を見つめ直し、それらを活かした魅力づくりやにぎわいづくりを図ることが求められ

ます。 

そのためには、地域に根差した取り組みや特産品など、古墳に興味のない人々でも

楽しむことのできる魅力をＰＲし、一度だけでなく、何度も訪れてもらうことのでき

るような取り組みが必要です。 

 

  

【方向性】 

○ 古墳と地域の歴史文化資産を活かした魅力とにぎわいの創出など、人を惹きつ

ける取り組みを行います。 

○ 古墳群を活かした土産品や地域の特産品などにより、地域の魅力向上と情報発

信につなげます。 
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○地域協働イベントの開催 

・来訪者が楽しみながら古墳や歴史文化資産

等に理解を深めることを目的としたイベン

トの開催 

・地域と一体となったイベントの開催 

 

 

 

○周遊コースの魅力向上 

・古墳や周辺の歴史文化資産、地元に伝わる

伝説、古代から近代にわたる歴史等を題材

として組み立てた演出やこれらと連携する

ウォーキングコースやサイクリングコース

の設定 

・古墳を見ながらくつろぐことのできる空間

の創出 

 

 

○何度も訪れたくなる仕掛けづくり 

・ターゲット（年齢、性別、人数等）やテーマ（「食」

「体験」など）に応じた多様な観光プランの企画・

実施 

・記念日の設定とそれに合わせた恒例イベントの開催 

・近隣大学との連携（学生による企画提案等）及び学生

主体で運営する店舗等の誘致 

・古墳をテーマとしたコンクールの開催（写真、絵画な

ど） 

 

 

 

○地域特産品や観光商品の開発 

・「百舌鳥・古市古墳群ブランド」としての特産品

の育成 

・都心部の集客拠点における地域物産展の開催等 

・古墳関連グッズ（土産品等）・フードメニュー

（弁当等）の開発・充実  

イベントでの PR 

ウォーキングイメージ 

子どもを対象にしたイベント 

地域物産展 

【主な取り組み例】 
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８．広域連携の強化 

【現状と課題】 

古墳群の周辺には、中世自治都市として栄えた堺環濠都市地域や、江戸時代の街並

みを残す富田林寺内町、これらをつなぐ竹内街道や高野街道等の歴史街道など、多数

の観光資源があります。これらの観光資源は、それぞれ歴史的意義や価値があるもの

として認知されていますが、百舌鳥・古市古墳群との連携は十分とは言えません。 

また、世界文化遺産に登録されている「古都奈良の文化財」や、吉野・高野山を含

む「紀伊山地の霊場と参詣道」は、百舌鳥・古市古墳群からのアクセスも良く、周遊

することが可能です。 

多くの人に百舌鳥・古市古墳群を訪れてもらうためには、これら近隣の観光資源や

世界遺産等と連携を図っていき、古墳群を含む周辺地域全体の魅力を高めることが望

まれます。 

 

  

【方向性】 

○ 古墳群周辺の観光資源と連携し、地域の魅力を効果的に拡げていきます。 

○ 近隣の世界遺産との連携により、古墳周辺の観光資源とともに古墳群の魅力を

高めていきます。 
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○周辺の観光資源との連携（環濠都市地域、寺内町、歴史街道等） 

・古墳群周辺の歴史文化遺産（堺環濠都市地域、富田林寺内町、叡福寺、観心寺等）

や歴史街道（竹内街道、高野街道等）との連携（周遊ルートの設定（既存ツアー

の活用を含む）など） 

・博物館等文化施設との

連携（近つ飛鳥博物館

など） 

・周遊ルートを一層魅力

的にするようなツアー

の企画 

 

 

 

 

○関西の世界遺産との連携 

・関西の世界遺産（吉野、高野山等）との連携（鉄道で直接結ぶ企画列車の運行、

記念切符の発行、広域観光ツアー、スタンプラリー等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 周辺の観光資源（竹内街道） 

【主な取り組み例】 
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第５章 ビジョンの実現に向けて 

本ビジョンが掲げる将来像を実現するためには、多くの人が古墳群の存在や価値を

知り、守り、その価値を将来にわたって引き継いでいこうとする機運の盛り上がりが

必要です。 

そのためには、行政だけでなく、地域住民、民間事業者、ＮＰＯ等がビジョンの将

来像や方針を共有し、各々がそれぞれの役割を果たしながら、取り組みを進めていか

なければなりません。 

取り組みを行うにあたっては、各主体が「継続的」に、相互に「連携」や「ネット

ワーク化」を図り、「拡げて」いくことが重要です。また、「地域住民の参加」や「来

訪者との交流」という観点も欠かせません。 

そうすることで、住んでいる人だけでなく、来訪者をはじめ、多くの人たちに愛さ

れる古墳群となり、「世界に誇る百舌鳥・古市古墳群とともに輝くまち」が実現すると

考えます。 

 

取り組みの基本となる考え方 

○「継続」「拡大」 

古墳群を守り、次世代に引き継いでいくとともに、古墳群をとりまく地域の活性化

やまちづくりを将来にわたって進めていくためには、各主体が、一過性ではなく、継

続的に取り組みを進め、取り組みの輪を拡大していくことが重要です。 

 

○「連携」「ネットワーク化」 

古墳群を活かした新たなにぎわいが創出され、さらなる相乗的な効果が発揮される

ためには、行政や地域住民、民間事業者、ＮＰＯ等の各主体が、相互に連携して取り

組むことが必要です。 

 

○「住民参加」「来訪者との交流」 

地域住民が日常的に自分たちのまちを知り、楽しむとともに来訪者とのつながりを

盛んにすることで、地域本来の魅力を高めることができ、来訪者も魅力を実感するこ

とができます。そこで、各主体の取り組みに多くの地域住民が参加し、来訪者と気軽

に交流できる環境づくりを進めることが必要です。 
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ビジョンの実現に向けた概念図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ビジョンの普及・浸透 

各主体による
取り組み 

ビジョンの将来像 
「世界に誇る百舌鳥・古市古墳群とともに輝くまち」 

の実現 

全国的な機運 
価値を知り、守り、将来に引き継ぐ 

行政 

地域住民

ＮＰＯ 

大学 

民間 

事業者 

地域住民の参加 

来訪者との交流 
連携 

ネットワーク化 

継続・拡大 

継続・拡大 

継続・拡大 

継続・拡大 


